
水戸地方気象台長からのメッセージ 
 

水戸地方気象台ホームページに

お立ち寄りいただきありがとうご

ざいます。 

気象台では、2023 年 3 月 20 日に

桜が開花し、3 月 27 日には満開と

なって、いずれも観測開始から最も

早い開花となりました。 

 

春の訪れが早く進んでいますが、

一方で地球温暖化の進行により、21

世紀末には気温が 2℃上昇したシナ

リオでは 1 時間降水量 50 ミリ以上

の雨は約 1.9 倍に増加すると予測

されており、気象災害に対する備えをより強化する必要があります。 

頻発化・激甚化する気象災害への対応として、気象庁では防災情報の発信だけでなく、平

時において県や市町村など地方公共団体と連携・協力して、地域の防災に関する普及啓発や

職員の知識向上に努める取組みを強化しています。また、顕著な自然災害が発生または発生

する可能性がある場合には、地方公共団体など関係機関に職員を派遣して、気象情報の提供

や解説を行うことにより、関係機関の防災対応を支援しています。 

茨城県は、農業、漁業、工業、科学技術、文化など多様な業種が盛んであるとともに、自

然豊かな地に文化遺産が各地に遺されています。このような自然環境に、幾度となく気象災

害や地震災害が発生し、近年では、2019 年（令和元年）東日本台風、2015 年（平成 27年）

9月関東・東北豪雨、2011 年（平成 23年）東北地方太平洋沖地震により被害を受けていま

す。 

地震災害については、2022 年（令和 4 年）3 月と 4 月に震度 5 弱の地震を観測して、11

月には震度 5強の地震を観測し、東北地方太平洋沖地震以来の気象庁機動調査班（JMA-MOT）

の対応を行いました。震災から 12年が経過しましたが、改めて地震に対する備えをしっか

りと行う必要性を感じました。 

気象庁では、次のマグニチュード 7.0 以上の大地震への備え、2022 年 12 月 16 日に「北

海道・三陸沖後発地震注意情報」の運用を開始しています。まだまだ、新しい情報の理解が

進んでいるとは言えないかもしれませんが、2020 年 6 月より実施している「津波フラッグ」

の周知と合わせて普及啓発を推進していきます。 

 



水戸地方気象台は、1896 年（明治 29 年）12 月 16 日に水戸測候所（二等測候所）として

創立し、1897 年（明治 30 年）1月 1日より気象業務を開始しました。 

現在も当時と同じ場所で業務を続けており、現在の庁舎は建築家の堀口
ほりぐち

捨
すて

己
み

（1957 年日

本芸術院賞、1969 年日本建築学会大賞）により 1935 年（昭和 10 年）に竣工し、2011 年（平

成 23年）に発生した東北地方太平洋沖地震により建物に損傷を受けましたが竣工時の図面

や写真をもとに改修され、現在も竣工時を再現した水平・垂直要素の対比的な建物となって

います。この庁舎は、震災後に増築された新庁舎とは分けて「堀口庁舎」と呼ばれ、職員か

ら愛され大事に使用されています。2022 年 5 月 26 日には、一般社団法人「DOCOMOMO Japan」

より「日本におけるモダン・ムーブメントの建築 264 選」に選定されました。堀口が設計し

た建築物としては、現存する最後の RC造り（鉄筋コンクリート造り）の建築物とも言われ

ています。 

2023 年 7 月に開館予定の水戸市の市民会館や水戸芸術館、商業施設を含む周辺エリア

「MitoriO（ミトリオ）」が文化や芸術等の情報発信の地となりますが、近くの水戸地方気象

台では、126 年にわたってこの地で気象情報を発信していることも知っていただき、水戸地

方気象台に興味を持っていただけたらと思います。 

 

 気象台では、地域の防災力の向上に力を入れて取り組んでおり、職員一丸となって、関係

機関と連携し、地域の方々から頼られる組織であり続けるよう取り組んでいます。また、

2023 年 3月 13 日には、国内唯一の視覚・聴覚障害者の大学である国立大学法人筑波技術大

学と連携協定を締結し、防災分野における要配慮者対策を一層推進してまいります。 

このような水戸地方気象台の業務と施設等の存在にも関心を持っていただけたらありが

たく感じます。見学や出前講座など、対応させていただいておりますので、水戸地方気象台

HP の「気象台について」の項目をご覧いただき、相談していただけたらと思います。 

 

●北海道・三陸沖後発地震注意情報 

 https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/nceq/info_guide.html 

●津波フラッグ 

 https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/tsunami_bosai/tsunami_bosai_p2.html 

●国立大学法人筑波技術大学との連携協定の締結について 

 https://www.data.jma.go.jp/tokyo/shosai/news/pdf/2023/20230306_teiketu.pdf 

 

水戸地方気象台長 

   三井 秀夫 


